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屋久島世界自然遺産登録 
20周年記念 しまのがっこう 

  
島の政策研究会 第３回 

  

“自然エネルギーで電力自給” 
の島から学ぶ 

 

事 例 発 表 
  

 「屋久島の電力事情、離島の再エネ活用」 
 
 
 

報告： かごしま・島交流の会 杉浦英世 
 
 
 
 
 
 

写真提供： NPO屋久島移住ネットワーク・緑の風 

 ７年前屋久島に移住し、島と東京を往来しながら、地域づくりと移住支援の活動を行
なっています。「島」に惹かれ、鹿児島の島々をはじめ全国の島の情報発信とプラット
フォームづくりをめざしています。 

 島の若者が島で暮らしたくても島に残れない現実を変えたいと思い、仲間を募り地
域活性化の活動を進めています。 
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屋久島の概要 
○屋久島の自然 

 屋久島は日本で６番目に大きな島。九州の最高峰宮之浦岳（1936m）があり、
亜熱帯の海岸から亜寒帯の山岳までの植生分布と樹齢千年を超える屋久杉を
育む多様な自然が１９９３年世界遺産に登録された。 

 ウミガメの産卵地永田浜はラムサール条約に登録。白谷雲水峡は映画「もの
のけ姫」のモデルとなった。 

○屋久島の歴史・文化・産業 

 屋久島は７世紀に日本の歴史に登場。江戸時代に屋久杉の伐採開始。シカ２
万、サル２万、ヒト２万と言われる。トビウオやサバなど海産物、ポンカン・タンカ
ンなど南国の果実、豊かな水で作る芋焼酎などの特産品に恵まれる。 

 観光客の増加から自然破壊が心配されるが、島の恵みに感謝して行なう「岳
参り」や郷土芸能などの伝統文化を守りながら、経済活性化とのバランスをとろ
うとしている。 

○屋久島の集落 

 屋久島町には、屋久島の海岸線に沿って２４の集落、口永良部島に２つ、合
計２６の集落がある。選挙で選ばれた区長が、地域を取りまとめ、各種行事の
旗を振り、移住者の面倒も見てくれている。 

 （NPO屋久島移住ネットワーク・緑の風より） 

集落別移住者 
（各5～150人） 

（NPO屋久島移住ネットワーク・緑の風の調査結果より） 
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屋久島の電力事情 
 

協力：屋久島電工株式会社 

安房川上流 
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安房川第一発電所 

屋久島の電気について 

• 屋久島電工の発電所完成までは、屋久島の民生用電力は、各集落が
所有する小容量の発電機により発電し各戸の電灯を灯していました。 

• 昭和30年代になり、電気機器の普及や、各集落の発電設備の老朽化
から電力不足となり、当社からの送電を開始いたしました。 

• 一製造業社としての当社には屋久島全島の電力供給義務はありませ
んが、屋久島の地元企業として、地域発展に貢献するという会社設立
理念に基づき、４０数年にわたり事実上全島への民生用電力の安定供
給を果たしてきました。 

• 屋久島では、島内を４つのエリアに分け、上屋久町電気施設協同組合、
種子屋久農業協同組合、安房電気利用組合、九州電力株式会社の３
組合と１社が、当社から購入した電力をそれぞれの供給エリアの各家
庭や事業所に配電するという特殊な形態となっています。よって当社は
各家庭や事業所には直接販売は行っておりませんが、３組合と１社から
の配電が困難な一部施設には直接供給を行っています。 

（屋久島電工株式会社ホームページより） 
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（東洋経済オンライン 2011年08月18日より） 

屋久島の電気について その２ 
• 九州全域の電気供給義務は九州電力にあるが、屋久島においては特
定電気事業者として屋久島電工(株)が発電・供給している。 

• 島内需要は7千5百万kw。屋久島電工(株)の発電能力は2億8千万kwあ
り、屋久種子をまかなえる。 

• 渇水期があり、安定供給のため、火力発電設備を有す。（18億円投資） 

• 屋久島の電源開発とその電気を利用した化学製錬事業が会社経営の
目的であった。 

• その結果地元の雇用を現在250名程度を創出している。  

• 地元の脆弱な電力供給の状況を踏まえ、地元への電力供給も事業目
的となった。 

• 水力発電を行なっていたため、景気変動を乗り越えることができた。 

• 発送電分離の現状は、元々地元集落が小水力発電所を持って供給し
ていた素地があったから。 

• 屋久島電工(株)は2012年6月5日に創立60周年を迎えた。（水力発電所
の見学会を計画する） 

 

（屋久島電工株式会社の説明より） 
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（鹿児島県ホームページより） 



2013/3/10 

8 

口永良部島 地熱発電構想 

（屋久島町ホームページより） 

島の 

再生可能エネルギー 

活用の事例 
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経済産業省 （平成21年8月） 

（経済産業省ホームページより） 

（経済産業省ホームページより） 
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（経済産業省ホームページより） 

（経済産業省ホームページより） 
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（九州電力ホームページより） 

（九州電力ホームページより） 
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（九州電力ホームページより） 

（九州電力ホームページより） 
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（五島市ホームページより） 

沖縄電力 

（沖縄電力ホームページより） 
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北海道電力 

（北海道電力ホームページより） 

NPO法人八丈島産業育成会の提言 

（特定非営利活動法人八丈島産業育成会ホームページより） 
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これからを考える 

• 島の発展にとても役立つ再生可能エネルギーの

活用をどう進めていくか 

• 島は、エネルギーの地産地消に適している 

• 再エネでつくった電気や熱を利用し、１次産業の

６次化をすすめ、地域の産業を育てよう 

• 住民、事業者、研究者、行政が連携しよう 

• 協創によるコミュニティの強化が真の地域活性化

につながる 

ご静聴ありがとうございました 

 

しまのがっこうは、気軽に島を知り、 

島人と交流し、一緒に島を楽しむところ 

 

最後まで、ごゆっくりお楽しみください 


